
菊池館長、ご列席の皆様

はじめに、本日のご親切なご招待に対して菊池

館長にお礼を申し上げたい。過去数か月間という

ものこの機会の到来を心待ちにしてきた。日本は

長い歴史と重要な記録資料保存の伝統を有してお

られる。ここで私は、皆さんに貢献する以上に多

くのことを学ぶことになるだろうと思っている

が、私の意見が皆さんの議論に何かを付け加える

ことにもなると信じている。実は数千キロも離れ

たところにいて、ペーパーを作成するということ

は難しいものである。共通の専門分野の課題であ

るこの問題に対して、独自の手法を開発してきた

カナダにおける私どもの努力をお話することで、

それが何かのご参考になり、それを皆さんご自身

の状況に適応させる形で将来に向かって積み上げ

ていかれるということもあろうかと考える。

私は金曜日の講演で、日本滞在中に学ぶであろ

うことへの期待を述べたが、もちろん実際に多く

を学んだ。日本国立公文書館は、スタッキー氏と

私のために、この週末に京都への視察旅行をアレ

ンジしてくれたが、私はこの経験を生涯忘れない

だろう。私は、今ここにいる皆さんと龍安寺の石

庭の前に座って、我々が抱えている課題の意味に

ついて思考をめぐらせながら講義をすることがで

きたら、と思う。皆さんもよくご存知だろうが、

龍安寺には良く手入れされた白い砂と小石と、15

の大きい石がある。この15の石は、人間の視界で

は１度に14しか見ることができない。そして庭の

周りには模様のついた壁がめぐらされ、外には

木々や鳥たちが見える。私はそこで思考をめぐら

せるうち、今日お話することのキーポイントとな

るものを発見した。この庭は、近代の政府や重要

な機関の記録の全宇宙を象徴していると言えるか

もしれない。私のアーキビストとしてのキャリア

の大半は、この庭の蟻のような仕事に費やされて

きた。庭の１粒１粒の小石の重要性を調べ、その

うち幾つかの重要だと思われるものを探し出し、

公文書館に持ち帰って大切に保存してきた。時に

は私たちは苦労して集めてきた白い小石や砂にパ

ターンを見出し、しばしば並べ替えて記録を分類

し資料群を構成した。しかし私たちは大きな石、
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すなわち政府の重要な記録であり、残されなけれ

ばならない永久に管理し続けるべき記録を見るこ

とはめったに無かったのである。私たち今日のア

ーキビストにとっての課題であり、スタッキー氏

と私の２人がもっとも大切なメッセージとして皆

さんに伝えたいのは、我々は今までの視点を変え

て、地面から空中へと舞い上がり、庭全体を見渡

し、記録が作成され機能するより広い社会的コン

テクストを見るべきだ、ということなのだ。我々

の記録の評価選別へのアプローチは、記録の管理

システム全体の全てのコンテクストを理解し考察

することに基づく必要があり、記録の保存と処分

についての決定を下そうとする場合には、システ

ムの組織運営と社会との関連性に基づく必要があ

るのだ。本稿は、カナダの中央政府において、こ

の記録の評価選別をどのように行おうと試みてい

るかをまとめたものである。

ここで現代のアーカイブズの試みの中心にある

問題に触れてみたい。その問題は国のレベル、そ

の他の行政管轄のレベルの公文書館に引き続き挑

戦を投げかけ、国際的にも過去20年以上にわたっ

てアーカイブズ関係者の間で議論になってきた問

題である。私が申し上げているのは、歴史的な記

憶を確立・構築するという目的をもって記録を取

得・保存し、情報の国民遺産上の価値とその他の

価値について選択と決定を行い、社会と将来の世

代のアクセスと利用を可能にする目的をもって保

存すべき記録と歴史文書の特定・選択を行うとい

う今後も続いていく根本的な問題のことである。

言い換えれば、私がお話しようとしているのは、

文書化された過去を明確な形で定義・表現すると

いう我々の責務（アーカイブズの同業者の世界では

「アーカイブズの評価選別機能」といっているもので

ある）に関連するいくつかの問題についてである。

地上の現実と社会の下部構造を記憶して、人間

存在の条件を解明しようとする人間の性向と能力

については皆さんも同意されることと私は考え

る。蓄積されてきた我々の叡智と過去の知識は、

我々が個人として、また社会、文化、国民国家の

レベルをはじめとする共同体のメンバーとして、

「我々が一体何者であるか」を引き続き形成・決

定していく。こうしたものには、政府、戦争、飢

饉の歴史、海路の歴史、食物の歴史、科学・技術

の歴史、哲学、思想、文学の歴史、芸術、音楽の

歴史、物語と記録された記憶を通じた我々の祖先、

慣習・伝統、家族との我々の歴史的な繋がりが含

まれるであろう。こうした事柄は文化にかかわる

議論の領域に属している。しかし公式記録は他の

理由からも非常に重要である。つまり、法的な理

由である。20世紀を通じて我々が目撃してきたの

は、国境線の画定と境界線問題の解決、土地所有

権をめぐる紛争の解決、社会における人権と商業

的な権益の保護・防御のために我々の記録が利用

されてきたということである。憲法、条約、探検

の記録は我々の政府のあり方と主権を確定する。

歴史と記録は生きた力である。アーキビストであ

る我々は、社会と過去・現在・未来の諸世代のた

めにユニークな先導役としての責任を果たさなけ

ればならない。不可避的に我々は過去に縛られ

（つまり、歴史的記憶の考古学的発掘を行う）、記憶

していかなければならない。こうした経験につい

ての我々の理解が未来を形成するのである。カナ

ダのアーキビストは、私の前任者のひとりであっ

たアーサー・ダフティの言葉を好んで引用する。

ダフティは国立図書館公文書館の館長であった

1916年に、次のように書いている。

「すべての国家の資産の中でアーカイブズは

もっとも貴重なものである。それはひとつの

世代から次の世代への贈り物である。我々が

それをどの程度大切にするかは、文明の程度

を測る尺度でもある。」

これは我々の努力の価値について述べた強力な
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メッセージである。これは欧州において文明の将

来自体が危機に瀕していると思われた第一次世界

大戦の最中に書かれた言葉である。

人類は過去を記憶し、歴史の脈絡と意味の範囲

内において霊感、知識、経験および理解を引き出

そうとするということが自明であるとするならば

（我々はこの仮説を受け入れている）、過去を記憶す

るということ（過去を選別することあるいは過去を

構築することと呼んでもいい）は非常に重要なもの

になる。過去数世紀というもの、歴史、知識、記

憶化に捧げられる記録と文書を物理的に保存し、

安全で記念碑的な場所を提供するのは公文書館の

主要な役割であり、職務でもあった。おそらく20

世紀の中頃ぐらいまでは、知的見地から見ても、

公文書館とアーキビストが主に時代を生き残って

きた記録と文書（行政上の処分、政治的な理由等に

よる故意の廃棄、戦争、社会的動乱､火災などの惨禍

を免れた、文書の残滓というべきもの）を扱ってい

るかぎりは、この責任は特に負担の重いものでも

厄介なものでもなかった。非常に長い間、公文書

館は主として保管場所であった。つまり、「生き

残った記憶」の倉庫あるいは保管庫であった。公

文書館は記録された過去に対する消極的なモニュ

メントであった。

しかしながら、今日では公文書館をめぐる事態

と状況は大きく変わってきている。こうした諸々

の変化については、私のプレゼンテーションの中

でいずれ触れることにしたい。しかし、今ここで

述べておきたいのは、もっとも根本的な変化は記

憶構築の際に公文書館の介在が求められる機会が

ますます多くなっている、ということである。つ

まり、どの記録が保存されるか、どの記録を人々

にとってアクセス可能なものにするかについて選

択をすることである。それは記録の廃棄に直接的

に関与すること、記録の廃棄を許可することを意

味するのである。公文書館の変化する役割と責任

との関連でいえば、重要なのは、選別機能は記録

の取得と保存にとどまるものではないという認識

である。それは私の前任者のひとりである故W・

ケイ・ラム博士が「廃棄の芸術」と呼んだことで

もある。つまり、アーカイブズの選別の意味する

ところは「何を廃棄して、何を保存するかに関し

て賢明かつ良好な決定をする」意思決定過程なの

である。

20世紀以前の公文書館が一般に担っていた文書

の残滓を「収集する」という古物蒐集家的な役割

とは違って、現在の公文書館は記録化される記憶

を決定・形成するという意味において非常に能動

的な役割を演じる。カナダではこの責任はかなり

以前から認識されてきた。それは、カナダの連邦

政府が国家業務の原則に基づいて公の記録の秩序

ある廃棄の過程と手続の作成を始めた、1914年の

「カナダ自治領の省庁の記録の状態を調査する王

立委員会」報告書を作成した時代にまでさかのぼ

るものである。政府記録のライフサイクル（各省

庁による廃棄のタイミングあるいは当時のカナダ公

文書館による保存のタイミングを含む）を管理する

目的をもって、正式な公文書目録が作成されるよ

うになったのは1924年のことで、そのときに「公

の省庁」の行政記録の一般記録スケジュール制度

が導入された。その後、記録の「スケジュール化」

は中央政府機関（財務管理局）の一連の決定を経

て1936年から1945年にかけて政府の業務記録にま

で適用が拡大されている。1945年から1965年にか

けての時代には、記録廃棄に関する意思決定過程

における公文書館の役割が高まり、自治領公文書

館館長が「公共記録委員会」（幾人かのカナダの最

高レベルの官僚で構成）の審議に参加するように

なった。公共記録委員会のメンバーは休眠状態に

ある政府記録のリストをチェックする定期会議に

多くの時間を費やし、記録の保存・廃棄について

の適切な決定を行い、歴史的な記録を公文書館へ

移管するよう調整した。

それ以降、1966年には「公記録法」が通過、そ

の後「カナダ公文書館法」（1987年）となり、最

近では我々の新しい法制「カナダ国立図書館公文

書館法（LAC）」（2004年５月21日）が成立した。

そして公文書館の役割は優れて記憶の構築を仕事

とするものに発展していった。すなわち、過去の

文書を整理し、統一し、アクセス可能な状態にし

て一般の利用に供するために、特定化し、組織し、

準備を整えることである。カナダにおいては、選

別を通じた過去の解明がアーキビストの仕事の主

流であり、我々の使命に与えられた欠くことので
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きない、全く合理的で、妥当で、かつ必要なもの

である、ということが基本的に受け入れられるに

いたっている。事実、これは正に議会が最近見事

な表現をもってカナダ国立図書館公文書館に与え

た役割である。つまり、カナダ国立図書館公文書

館は、現在と将来の世代の利益のためにカナダの

文書上の遺産の保存に従事する機関であり、自由

で民主的な社会としてのカナダの文化的、社会的、

経済的な進歩に寄与し、全国民にアクセス可能な、

永続的な知識の源泉となり、カナダ政府とその機

関の継続的な記憶として機能する機関である。し

かしながら、私が強調しておきたいのは、公文書

の選別機能は、引き続き「公文書の保存」と「公

文書に対するアクセスの確保」であると同時に、

「文書上の記憶の廃棄」である。公文書上の記憶

と歴史的な記憶を保存するということは、必然的

に文書の消去を伴うものである。これが中核にあ

る問題である。

＊＊＊

これから数分間、カナダ国立図書館公文書館が

どのようにして連邦政府の作成・管理する記録の

アーカイブズの価値と歴史的な価値を特定する問

題にアプローチしてきたかについて、簡単に述べ

たい。こうした記録が証明するのは当然のことな

がら（日本でも同様だと思われるが）、いかにして

政府が国家を運営し公務を遂行するかであり、い

かにして政府が政策の作成と実施を行うかであ

り、いかにして政府が決定を行い市民社会に計画

とサービスを供給するかであり、いかにして政府

が広義のガバナンスの枠組みの中で市民と交渉し

ていくかである。同じく明白なのは、こうした記

録は、その行政上の起源や目的に関係なく、社会

的、文化的、歴史的な枠組みの中におかれた自分

自身を我々が知り理解するのに役立つということ

である。事実、カナダのアーカイブズの記憶と歴

史的な記憶にとっての政府の記録の重要性は、わ

が国の立法の中でも正式に認知されている。カナ

ダ国立図書館公文書館法の第12条と第13条は、ア

ーカイブズの選別を行い、アーカイブズとしての

価値と歴史上の価値を有するとみなされる記録の

移管と保護を要求する目的で、カナダ国立図書館

公文書館が政府の情報ライフサイクル管理に直接

的に介入することを許している（いかなる政府記

録も国立図書館公文書館長の同意を得ずして廃棄す

ることはできない）。さらに、我々の意見では、新

しい法律は滅失と破壊の危機に瀕した政府記録を

いかなる政府省庁からも移管させる権限を国立図

書館公文書館長に付与している。

基本的な問題の説明から始めよう。カナダ政府

はあらゆる媒体（電子形態のものがますます多くな

っている）の数百万という数の記録を作成・管理

している。現在の保有する情報と資産の規模は、

目録管理と測定の能力を事実上超えて日ごとに急

速な拡大を示している。かかる膨大な記録をすべ

て公文書館が保存するのは実行不可能であり、ま

た望ましくもない。政府文書の非常に多くの部分

は一定の期間が経つと（ときには非常に短期間後

に）価値がなくなり、こうした文書を引き続き公

文書として保存しておく理由がないことは明らか

だからである。他方、永久保存あるいは長期間の

保存を要する政府の活動の重要記録もある。この

点に関しては、我々としては二つの基本的な問題

に対応する必要がある。ひとつは公文書館として

はどの政府記録を保存するかである。もうひとつ

は公文書館としてはどの記録の廃棄を政府に許す

かである。

1991年以降、カナダ国立図書館公文書館はこう

した問題に対する戦略的な対応の開発に積極的に

取組み、現在も引き続き改善を行っている。政府

記録の選別戦略を開発しようという決定（その後

次第に、理論、方法論および基準によって支えられ

るようになった）には、一部には1960年代、70年

代、80年代を通して展開されてきた我々の選別プ

ログラムの状態が反映されていた。公文書館は学

界、その他の研究者コミュニティが使用するよう

な国民的、歴史的な重要性をもった記録を取得し

ていた。しかし、他方、1980年代終わりに行われ

た一連の調査・監査では以下の諸点が注目され

た。

１．記録を選別するためにアーキビストが使用し
た選択基準は非常に主観的で、記録の価値につい
ての意思決定は一貫性を欠いていた。その結果、
取得される記録の性格と程度に偏差と変則性が生
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じた。
典型的には、政府記録をアーカイブズとして保

存する選別作業は1960年代と70年代に北米大陸の

アーカイブズ専門職の間で、事実上法典のような

地位を獲得していた記録の価値についての解釈基

準に従っていた。すなわち、米国のアーキビスト

のテオドール・シェレンバーグが著作の中で最初

に考案した基準である。それは記録の特定と選別

を記録の一次性、二次性、証拠・情報としての価

値、歴史研究・法律・財政資料としての価値、そ

の他の要素を参考にしながら、記録の特定と選別

を実施する手法である。

２．公文書館の所蔵状況は、グローバルな視野か
ら見て、政府のプログラムと事業を文書化すると
いう意味においては包括的なものであるとはいえ
なかった。

我々の所蔵状況には相当なギャップがあった

（例えば、女性、天然資源、科学技術関係については

非常に少量だった）。他方、他のファイル分野は過

剰だった（例えば、軍事、外交、中央官庁の記録）。

政府記録の選別と取得が、アーキビストと特定の

研究コミュニティの特定の関心を反映している場

合もあった。

３．公文書館の政府記録所蔵状況は、危機的な割
合で成長していた。

多くの場合、実際の選別過程には非常に長時間

を要した。そこで、政府機関からの情報管理の要

求に見合うよう、意思決定が先送りされていた

（選択的保存）。

４．政策形成、意思決定、プログラム管理といっ
た上層執行レベルの政府の活動に関する重要な記
録が公文書館に移管される例は、散発的なものに
すぎなかった。この点は、公文書保有において官
僚機構の下層レベルの業務を文書化した記録が不
均衡に大きな割合を占めている事実とも符合して
いた。

また、公文書館が、基本的なプログラムと業務

取引に関する内容的にはほとんど同一の一連のフ

ァイルを繰り返し取得するという現象も見られ

た。

５．選別に関する決定を正当化する文書（知的な
審査の足跡を示すものである）がほとんど作成され
ていない場合には、説明責任という重要な問題が
あった。

選別に関するその意思決定の一部の背後にある

理論的基礎については、公文書館に深刻な問題提

起が寄せられている。

事実、我々の選別の意思決定過程というものは

遅々としており、非常に主観的で、多くの場合調

整を欠き、あまり上手く記録されているとは言え

ず、政府の情報管理ニーズに対応しているともい

えない。結局、保存されている記録の性質、品質

および価値という面では結果は玉石混交といった

ところである。

選別に対する戦略的な手法を開発しようとする

我々の決定に影響を与えているその他の主要な要

因は、プログラム・サービス・業務の管理という

面で、政府の機能がますます複雑化していること、

かかる新しい行政環境において作成・管理される

情報の量が劇的な増大を見せていること、電子シ

ステムの時代が到来して、その媒介機能に大きく

依存していること（今ではそれは卓上において我々

すべてにとって馴染みのものになっている）である。

簡単にいえば、我々がかつて従っていた従来型

の選別手法（T.・R・シェレンバーグの提唱した手

法に基づく）、それは証拠、情報、財政、法律な

ど各面の価値基準を参考にしながら、記録を読み、

精査するという作業を通じて、記録のアーカイブ

ズとしての重要性と歴史上の重要性を決定すると

いう手法であるが、その方法では政府行政の規模

と複雑性、政府情報の過多、次々に誕生してくる

自動化された記録保存形態、政府の情報作成・管

理・利用法に対する技術のインパクトといったも

のに十分に対応することができなかった。したが

って、我々は政府の記録を選別する他の方法や手

段を探す必要があった。

我々はまた、我々の選別業務を（それが知的な

視点から正当化されるものであったとしても）、政府

の業務というさらに広いコンテクスト、特に情報

管理という領域の中に位置づける必要があること
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を認識していた。カナダの連邦政府レベルでは、

政府情報の管理・保存・公開の職責と説明責任

は、多くの中央省庁の関係部局の共管権限の下に

ある。財務管理局（Treasury Board Secretariat)、

公共事業・政府業務省（Public Works and

Government Services Canada）、国立図書館公文書

館、情報・プライバシー担当官事務局（the

Office of the Information and Privacy

C omm i s s i o n e r s )、カナダ文化遺産省（the

Department of Canadian Heritage）、会計検査院

（the Office of Auditor General）、全省庁の事務次

官（官僚組織のハイレベル）である。カナダ政府

の政策は、「アクセスの平等性の推進、公共の信

頼性の促進、法律上・政策上の義務を遵守する情

報共有と再利用の極大化を目的としながら連邦政

府の全機関が情報を管理すること」、「連邦政府の

全機関がプログラムと政策に合致する情報の創

造・取得・保存を行い、説明責任の体制を適切で、

信頼性があり、完全なものにすること」である。

この政策の基礎にあるのは、「情報は資産である」、

「公益のために情報を効果的に管理するのがプロ

グラムマネジャーの責任である」という考え方で

ある。

カナダ国立図書館公文書館が保存しているの

は、国家的なアーカイブズとしての重要性、また

は歴史的重要性という選別基準を満たしている政

府記録だけである。このような選別プロセスの推

進力となっている戦略がめざしているのは、カナ

ダ国民に対して政府の意思決定と業務に関する完

全な歴史的な文書を提供するということである。

政府の記録をすべて保存しようとする意図はな

い。事実、政府の作成するすべての情報記録の内

の僅かの部分が最終的な選別と保存の対象になっ

ている。その割合は全情報記録の約１%程度であ

る。政府の作成・管理する情報の大部分は、各政

府機関の記録管理プログラムの一部として記録処

分権限に従って各機関が個別に処分している。

財務管理局の「政府情報管理政策」（2004年）

は、各政府機関の記録保存職務と説明責任につい

て定めている。この政策は各政府機関に対して、

その戦略計画作成と業務ニーズ分析の一環として

独自の情報保存ニーズの評価を要求している。通

常の業務実施過程において各機関は、一般的に以

下の要件に従って情報保存ニーズを決定してい

る。

� 政策形成、意思決定、プログラム実施、

サービス提供あるいは業務取引に関連す

る業務運営上のニーズ、

� 法律上の要請、つまり一定期間の記録保

存を要求している法令規則の遵守、

� 法律的な配慮、あるいは訴訟、調査もし

くは監査における弁護のための記録保存。

国立図書館公文書館は記録保存に関する専門知

識のセンターである。政府記録の管理を推進する

という任務に従って、国立図書館公文書館は、情

報産業基準・プロトコル、ガイドライン、ベスト

プラクティスの開発に関する助言とオリエンテー

ションの提供を通じて、政府諸機関を支援してい

る。最近、我々は特に政府全体の情報管理問題に

対応するための新しい組織（政府情報管理局

Government Information Management Office,

GIMO）を設置した。

次に、過去14年間の間に我々が行った政府記録

選別プログラムの改革の主要点を簡単に説明した

い。私がこれから申し上げる知的・文化的・業務

的な性格と内容を有する根本な改革は一夜にして

成し遂げられものではない。私は1999年に国立公

文書館館長に就任し、今は国立図書館公文書館館

長を務めているが、館長就任以来、政府部内の上

層部の同僚と協力しながら、国民遺産としての記

憶の保護と情報管理の両分野の業務の一層の効率

化と合理化を目指して、記録選別手続の再評価・

54

2005/3



再構築を続けてきた。

政府の歴史的な記憶を保存するという課題に対

応するために、国立図書館公文書館が基本的に採

用した戦略は、国家運営、連邦政府組織、政府と

市民の間の交渉に関する「包括的かつ代表的な」

アーカイブズ記録を特定してこれを保護すること

である。大まかに言って、国立図書館公文書館に

おける政府記録の取得・保護は、以下の目的にそ

った徹底的な選別手続を通じて決定される、国家

的な重要性に基づいて行われる。

� 政府の担当業務機能、プログラム、活動

に関する政府の審議、決定、行動を記録

した記録ならびに政府の主権・組織・運

営を定めるような記録を選別して保存す

ること

� 見直しや調査研究、相互理解のために、

政府および国民に、過去の政府諸機関の

政策、決定、プログラムに関する正確で

真正、かつ統合的な情報を提供する記録

を選別して保存すること

� 政府の意思決定がカナダの市民や集団に

与えた影響、カナダ国民と連邦政府の間

の交渉を文書化した記録を選別して保存

すること

� カナダ国民の集団あるいは個人としての

権利と特権、およびカナダ国民の社会的、

文化的、物理的な環境を保護する目的上

不可欠とみなされる記録を選別して保存

すること

� カナダの歴史、社会、文化、人民に関す

る理解を十分豊かにするような政府固有

の情報を含む記録を選別して保存するこ

と

� 法律上の要請によって、あるいは政府の

業務遂行にとっての継続的、長期的な価

値があるため、カナダ政府が相当の期間

にわたって保管することを義務付けられ

ている記録を選別して保存すること

カナダ国立図書館公文書館はこうした戦略的手

法を、マクロ的選別と呼んでいる。

実際の選別過程において国立図書館公文書館が

行うのは、連邦政府省庁の機能と業務の徹底的な

分析である。そこではその政策、プログラム、業

務遂行環境、政府とカナダ社会一般にとっての重

要性を理解し、公共業務を支援する目的でこれら

の機関が作成・管理する文書の内容と脈絡を検証

するための努力が行われる。このような業務シス

テム分析から得られた知識を利用し、国立図書館

公文書館は、上記の基準に示された政府の運営事

業と国家のガバナンスの広い枠組みを、もっとも

良く例証するような記録を各省庁の担当部局から

入手する。政府記録がアーカイブズとなるかどう

かの決定、アーカイブズとしての、あるいは歴史

的な価値を欠く記録に対する処分許可は、「記録

処分権限」という形で政府各機関に与えられる。

ここで注目すべきひとつの重要な変化は、マク

ロ的選別が記録の情報内容自体ではなくて、政府

業務に関連する記録作成のコンテクストをもっぱ

ら問題にするということである。言いかえれば、

我々はもはや研究用の価値、その他の価値基準に

照らして評価される情報の重要性というものを考

慮しないということである。その代わりに立法・

権限に直接関係する形で、政策の形成、意思決定、

プログラム・サービスの実施を行う主要な担当部

局の重要性（業務システムと政府行政の両方の視点

から見た）を分析する。記録の内容が参照される

のは限られた場合のみで、政府の機能とプログラ

ムに関する我々の研究と仮説を確認する目的、お

よびこれらの政府の活動に関する十分な後世に残

すべき記録と証拠を提供するのに、必要とされる

資料の範囲を決定する目的のためだけである。伝

統的なアーカイブズ選別の考え方では、選別の決

定に際して記録の歴史的な重要性に主に焦点が当

てられてきたが、マクロ選別の手法は、このよう

な考え方から根本的に離脱している。

国立図書館公文書館は、政府のアーカイブズ的

な記憶と歴史的な記憶の保存を担当している。そ

れ故に、カナダ国民（および図書館公文書館の所蔵

資料の利用を希望するその他の者）に対して、政府

記録のアーカイブズとしての保存に関する決定が

どのようにしてまた何ゆえに行われるかについ

て、説明する義務を負っている。現在では、国立

図書館公文書館はすべての「記録処分権限」の保
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存決定の根拠となる基準をはじめ、政府記録の選

別手続に関する包括的な文書体系を有している。

この点に関する国立図書館公文書館の最近の改革

のひとつは、我々の組織の選別文書全部を蓄積し

ている高度な検索ツールを備えたデータベース、

「記録処分権限管理システム」（RDAC）の開発で

ある。最近、国立図書館公文書館では、連邦政府

のエクストラネットを通じて連邦政府で働く公務

員全員とオンラインで繋がるようになった。この

情報にカナダ全体および世界全体がアクセスでき

るような所要の能力とプロトコルを、現在整備し

ている最中である。近い将来（12ヶ月以内）日本

でも我々の選別関係内部文書全体を閲覧できるこ

とになるだろう。つまり、記録処分権限について

の記録、選別報告書、記録移管に関する政府省庁

との協定・覚書・約定条件、プログラム研究、パ

イロットプロジェクトなど、国立図書館公文書館

が政府記録の選別業務の実施と記憶の保存および

廃棄に関する意思決定のために作成、管理してい

るすべての情報である。

基本的に申し上げたいのは、我々が保存すべき

ものとして選別したアーカイブズ記録について理

解するためには、研究者は、その記録の行政的な

コンテクストと、我々が僅少な割合の記録をアー

カイブズとして選別する際の理論的な根拠を理解

できることが必要である、ということである。

二つの理由から、私はこのRDAC（公文書館の

世界においてもユニークなものだと私は信じている）

を非常に誇りに思っている次第である。第一に、

こうした情報をカナダ国民等に提供することによ

って説明責任の問題に対処できることである。歴

史を創造し管理するという意味における我々の記

念碑的な任務の性格を考えるとき、また我々がこ

の目的のために国家資源の配分を受けている連邦

政府の一機関であることを考えるとき、納税者た

るカナダ国民として自分たちの税金が文化と遺産

の記憶を保存するというこの仕事においてどのよ

うに使われているのかを知る権利がある。突き詰

めていえば、これは公費によって行われている集

団的記憶を創造するための国民的な努力というこ

とになる。正にこの理由によって、関係政府省庁

との協力の下に、我々は記録処分に関する意思決

定過程の中にプロジェクト管理手法を導入するこ

とを通じて、選別プログラムを「ビジネス化」し

たのである。そこでは選別と処分にかかわる各段

階がデータベース（「記録処分管理情報システム」）

の中において克明に記録され、合意され、追跡さ

れるようになっている。さらに、国立図書館公文

書館が従う政府記録選別戦略と手法の、詳細なス

テップ・バイ・ステップ方式の説明は、我々のウ

ェブページの「政府記録選別処分プログラム」の

見出しの下の「情報サービス管理」のページで閲

覧できる。このウェブページには、その他の多く

のプログラムツールがある。その中には、政府全

体を適用対象にする記録処分権限（「共通記録処分

権限」）の公開版も含まれている

しかしながら、私の意見では、さらに重要なの

は、文書化された過去を定義し、明確に表現し、

作成し、理解するために、ある種の本質的な関係

をアーカイブズと我々のコミュニティとの間に構

築していかなければならない点である。記録記述

システムと記録所蔵管理のプロセスを通じて、国

立図書館公文書館は、政府記録の特性を証拠とし

て保持し、こうした記録が常時公的機関の管理下

に保たれるようにし、研究者による記録へのアク

セスを可能にする公式な所蔵資料の検索ツールを

管理している。私の意見では、公文書館の開発す

る所蔵・選別情報はインターネット等への接続を

通して一般市民が利用できるような状態にしてお

くべきである。そうすることでユーザーは、いろ

いろなことを理解できる。つまり、公文書館がコ

レクションや所蔵資料として何を保存しているの

か、どうすればそれを利用できるのか、公文書館

が保存していないのは何か、それはなぜか、保

存・取得・記録廃棄許可に関してどのような決定

が行われたのか、こうした選択の背後にはどのよ

うな考え方、理論的根拠、業務手続があったのか

等々である。言いかえれば、国立図書館公文書館

によるアーカイブズの選別作業は、単に我々の歴

史を物語る記録を特定することだけではない。そ

れは我々が歴史を物語るためにどのように決定を

下したかを語ることであり、我々の社会が将来ど

のように想起され得るか、を物語ることでもある。

記録選別の行われたコンテクストとその意味合い

をカナダ国民等に説明することは、一層の開放性、
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透明性、アクセス可能性に向かって国立図書館公

文書館を前進させる幅広い戦略的なビジョンの重

要な要素であり、アーカイブズとしての記憶と歴

史的な記憶を特定し、保存し、利用する使命に従

事するひとつの新しい知識機関が進化していく過

程の重要な一歩である。

最後に今日の講義を終わるにあたって、カナダ

国立図書館公文書館において現在我々が直面して

いる課題の本質について若干述べてみたい。ここ

で課題というとき、それは二つのことに関係する。

ひとつは、社会的文化的目的のためのアクセス可

能な歴史的記憶を構築することである。もうひと

つは、もっと広い意味で、カナダ政府が、新しい

国内および国際的な知識経済において、非常に重

要な商品であり公共資産でもある情報の管理を行

うことを可能にするため、我々が果たすべき役割

と責任についてである。先に述べたように、カナ

ダ国立図書館公文書館は法的な権限を与えられ

て、政府による情報管理を推進している。それは

政策形成、資源の配分、ガバナンスの機能および

構造の開発、意思決定過程における透明性と説明

責任の実践、カナダ国民に対するプログラムやサ

ービスの提供などの公共業務を、支援し実施する

という観点から行われる。

昨年、カナダ会計検査院は我々の政府記録選別

システムを検査し、同システムの制約についてい

くつかの批判を加え、不十分な点を示し、懸念さ

れる点を指摘した。例えば、すべての政府機関の

記録に対して適用されるような記録処分権限がな

いこと、公文書館に移管されていない記録の量と

その物理的な状態（危機的な状態にある記録）、評

価選別作業の進行速度の遅さ、それから生じてい

る記録処分権限の発給数の少なさなどである。他

方、国立図書館公文書館の抱える選別作業量が膨

大であり、選別プログラムの予算が決定的に不足

していることが指摘されている。会計検査院は結

論として、国立図書館公文書館の保有している高

度な手法と最近実施された業務実施過程の近代化

と計画の見直しにもかかわらず、国立図書館公文

書館が政府の記録の選別および処分を効果的かつ

タイムリーに実施するのに必要な資源的な能力を

与えられていないということである。ちなみに、

「情報コミッショナー」（カナダの「情報アクセス」

関係の法律を司る係官）の最近の年次報告書およ

び財務管理局事務局情報化統括官室（政府の情報

管理政策の開発を行う部署）の実施した調査では、

カナダ政府の記録管理が「危機」の状態にあると

指摘している。記録の目録作成も記録の管理もき

ちんとなされておらず、目録記述が不十分でアク

セシビリティも低い。その結果、政府の業務運営

に関する説明責任と透明性に関して、またグロー

バルな経済競争において知識という資産を梃子と

し活用していく政府の能力と競争力に関して、深

刻な問題が起きている。そしてもちろん、政府の

情報は、ルールとプロトコルに基づいてロジステ

ィックな方法できちんと運営され、記述され、管

理されていない。また、広範なアクセスが可能で、

業務過程にリンクされ、これを直接支援する形に

もなっていない。そのために、国立図書館公文書

館が行うアーカイブズおよび歴史的な観点からの

選別の努力が、大きく制約されているのである。

外部の観察者のこうした批判に加えて、私がい

まここに同じ専門職の皆さんの間にあって認めな

ければならないのは、次の点である。つまり、

我々のアーキビストはマクロ的選別手法を使って

見事な選別作業を行い、記録の保存および処分に

関して見事な決定を行っている。しかしながら、

私としては、政府関係各省庁がこうした決定を実

際に履行する能力については、実のところ決して

満足できる状態に至っていないということであ

る。我々としては、関係省庁から受領する記録の

質を評価しながら、かれらが我々の決定を遵守し

たかどうかを検証しなくてはならない。我々にと

っては、単に選別を行い、移管あるいは処分の権

限を付与するだけでは不十分なのであり、結果が

我々の意図した水準に達しているようにしなけれ

ばならない。我々の責務の対象は過程ではなくて、

公的な記録の品質なのである。果たして、我々は、

自分たちが成し遂げようとしたことを現に成し遂

げているのであろうか。

我々の挑戦の相手は自身の能力と手法なのであ

る。現在、私の指揮の下で真剣に取り組まれてい

るプログラム改革のひとつは、一部の政府省庁を

選択して戦略的パートナーシップを形成すること
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である。かかるパートナーシップを通じて、事業

プログラムとサービスの実施に関与している関係

省庁内部の情報管理に関する説明責任の問題に対

処でき、同時に、記憶遺産の保存という国立図書

館公文書館の目的にも対応することができる。現

時点では、我々の努力の焦点は紙媒体の記録であ

る。電子記録管理システムが登場してそれが利用

されているにもかかわらず、政府は引き続き膨大

な量の紙の記録を作成している。特に我々は今、

文化遺産としての価値を有する政府の業務記録に

努力を集中している。

我々の研究によると、政府は現在約２百万立方

フィート（書架延長約62万メートル）の紙の記録

を保管し、それを保管しておくために年間２億５

千万カナダドルを支出している。内部分析と各省

庁との話し合いを通じて判ったことは、こうした

記録の多くは政府の業務にとって最早価値を失っ

ており、国立図書館公文書館に移管されるに値す

る記録遺産的価値を持っているのはほんの一部に

すぎないということである。我々の目標は、関係

省庁と協力して、このような紙記録の在庫とその

保管費用を無くすことである。そして、その節減

経費を、政府とカナダ国民にとって長期的な価値

をもつ持続可能な情報管理に転用することであ

る。この目的を達成するために、我々は、累積し

た紙記録の在庫にマクロ的選別手法を系統的に適

用し、大規模な記録スケジュール作成イニシアチ

ブを進める中で、各省庁の業務上のニーズに対応

した拡大選別基準を用いている。

ひとつの例を挙げてみよう。国立図書館公文書

館は最近カナダ保健省とパイロットプロジェクト

を開始した。これは同省の約10万メートルの紙記

録の在庫を廃棄する「危機管理戦略」を開発する

ためのものである。これらの記録は最低限度の目

録記述管理しかなされておらず、その大半はアク

セスが不可能な状態にある。同省はこれらの記録

の保管費用と、重要で無い記録の廃棄を含め、こ

れらを効果的に管理するプロトコルを欠く状況と

苦闘している。国立図書館公文書館はアーカイブ

ズとして保管されるべき記録を特定し、処分権限

を付与して、同省の作業を前進させたいのだが、

そのようなことを可能にする手がかりはほとんど

持っていない。プロジェクトは一部の記録を慎重

にサンプル収集して、これに同省の提供する業務

基準も用いながら、マクロ的選別の手法を適用す

る。そうすることによって、プロジェクトはその

情報の価値を決定するための、リスクを基にした

戦略を確定する。それはその後の在庫記録全体に

適用することもできるかもしれない。このプロジ

ェクトは、同省の業務ニーズを満たすとともにア

ーカイブズ保存の要件をも満足させるものであ

る。我々は、この戦略とそこから得られる教訓が、

もっと広く政府全体に適用されることを願ってい

る。これは、国立図書館公文書館が最近開始した

「情報管理－アーカイブズ保存」パイロットプロ

ジェクトのひとつにすぎない。国立図書館公文書

館は、文化遺産的価値のある業務記録にかかわる

特定の記録処分問題の面倒を見ている。こうした

ものには、法務省の法律・判例記録管理、国立天

然資源航空写真ライブラリーの映像の保管、漁

業・大洋省の地域的に分散した記録、市民・移民

省と農務省の在庫記録にマクロ的選別手法を適用

する問題などが含まれている。我々は、各省庁が

記録保管体制を自己チェックして国立図書館公文

書館と共同して是正措置の計画を立てるための

「情報管理能力チェックツール」も開発した。

最終的には、本当に必要とされるものは、情報

管理に対して政府が行う相当量の資源投資であ

る。我々が一部の省庁と進めているマクロ的選別

共同イニシアチブは有望である。このイニシアチ

ブからは、業務運営とアーカイブズ保存の両方の

視点から見た、記録の価値を決定する戦略的な枠

組みが生まれてくるであろう。しかしながら、こ
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れらは地域的にも限定されたものであり、政府の

情報管理問題の膨大な規模と複雑性に対応するに

はとても十分であるとはいえない。こうした問題

は非常に深刻なもので、その場しのぎの知的努力

だけではとても解決できない。こうした問題は政

府全般にわたる情報管理インフラ構築への大きな

資本投下を要求するものなのである。最近の私の

重要な仕事のひとつは、政府内の関係幹部の情報

管理への問題意識を高めることである。すなわち、

カナダにおいて公共業務の効果的な運営、情報資

産の活用および新しい知識経済における競争力の

維持を可能にするための真剣な投資の必要性の問

題である。こうした問題への支援を約束してくれ

る政府幹部もいる。そして私は、そのような投資

が将来行われることについて、慎重でありつつ楽

観している。というのも、政府は最近になって、

包括的な情報管理能力が欠如しているために多く

の重要な行政上の問題が生じていることを認識す

るにいたったからである。現在、連邦政府は情報

公開に関する連邦法制の主要な改正を検討してい

る。改正内容には、現在の適用範囲を全政府機関

に拡大することも含まれている。様々な事態が一

体となりつつある今こそ、良好なガバナンスとカ

ナダの記録遺産の保存という両方の利益のために

新しい投資を行い、政府の情報管理という問題を

前進させる好機であるのかもしれない。

ご静聴に感謝する。

注：カナダ国立図書館公文書館の「政府記録選別」

および「情報管理」プログラムに関する情報は、

「 情 報 管 理 サ ー ビ ス 」 ウ ェ ブ ペ ー ジ 下 の

http://www.collectionscanada.caでオンライン上

の入手が可能である。このウェブページには、他

の情報管理サイトへの多数のリンクがある。
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